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月3 火3 水3 月5 火5 水4 木5 金5
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3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14
木4 金4 月7 火6 水6 木7 金7

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21
月5 火4 水4 木5 金5 月8 火7 水7 木8 金8

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28
月6 火5 水5 木6 金6 火8 水8 月9 金9

24 25 26 27 28 29 30 29 30
月7 火6 水6 木7 金7 月10

31

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5
月8 火7 水7 木8 金8 火9 水9 木9 金10
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月9 火8 水8 木9 金9 月11 火10 水10 木10 金11

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19
月10 火9 水9 木10 金10 月12 火11 水11 木11 金12

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26
月11 火10 水10 木11 金11 月13 火12 水12 木12 金13

28 29 30 27 28 29 30 31
月12 火11

1 2 3 4 1 2
水11 木12 金12

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9
月13 火12 水12 木13 金13 月14 火13 水13 木13 金14

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16
月14 火13 水13 木14 金14 火14 水14 木14

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23
火14 水14 木15 金15 月15 火15 水15 木15 金15

26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
月15 火15 水15 木16 金16 月16 火16 水16 木16 金16

31

1 1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13
月16 火16 水16

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

23 24 25 26 27 28 29 28

30 31

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27

27 28 29 30 28 29 30 31
月1 火1 水1

振替授業日 期末試験期間 休業日 ○ 入学式・ガイダンス等

5

学位記授与式

28日～ 後期授業開始

6

時間 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50 18：00～19：30

授業時限 1 2 3 4

2

　

9 3
21日

7 1
15日

16

臨時休業日
 (大学入学共通テスト準備)

30～31日 期末試験期間 25～29日

30日～
期末試験期間
春季休業(3/31まで)

8

3～5日
6日～

期末試験期間
夏季休業(9/29まで)

冬季休業(1/3まで)

5

1日 月曜日の授業を実施

11 26日

6 12
26日～

14日 月曜日の授業を実施

30日 水曜日の授業を実施

月曜日の授業を実施

2026年度　総合人文社会科学研究科
人間文化学分野・心理学分野（松本キャンパス） 学年暦

前期 後期

備考 備考

4

4日
6日
9日

14日

入学式
新入生ガイダンス
前期授業開始

10
14日 健康診断
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心理学分野（専門領域：実験心理学領域，社会心理学領域）

松本キャンパス

学年開始 ４月１日（水）

入学式 ４月４日（土）

ガイダンス ４月6日（月）

前期授業開始 ４月９日（木）

前期履修登録期間 ４月６日（月）～４月２２日（水）

前期履修登録確認･訂正期間 ４月２４日（金）～４月２９日（水）

学位論文題目提出期限 ６月１日（月）

前期授業終了 ７月２９日（水）

前期試験 ７月３０日（木）～８月５日（水）

夏季休業 ８月６日（木）～９月２７日（日）

後期授業開始 ９月２８日（月）

後期履修登録期間 ９月１4日（月）～１０月１２日（月）

後期履修登録確認･訂正期間 １０月１４日（水）～１０月２０日（火）

学位論文提出期限 １２月２５日（金）

冬季休業 １２月２６日（土）～１月３日（日）

後期授業終了 １月２２日（金）

後期試験 １月２５日（月）～１月２９日（金）

春季休業 １月３０日（土）～３月３１日（水）

学位記授与式 ３月２１日（日）
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 ③ ④ 1 2 3
金1

5 ⑥ 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10
火1 水1 木1 金1 月1 火1 水1 木1 金2

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17
月1 火2 水2 木2 金2 火2 月2 木2 金3

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24
月2 火3 水3 木3 金3 月3 火3 水2 木3 金4

26 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31
月3 火4 水4 月4 火4 水3 木4 金5

1 2 1 2 3 4 5 6 7
月4 月5 水4 木5 金6

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14
木4 金4 月6 火5 水5 木6 金7

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21
月5 火5 水5 木5 金5 月7 火6 水6 木7 金8

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28
月6 火6 水6 木6 金6 火7 水7 月8 金9

24 25 26 27 28 29 30 29日 29 30
月7 火7 水7 木7 金7 月9

31

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5
月8 火8 水8 木8 金8 火8 水8 木8 金10

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12
月9 火9 水9 木9 金9 月10 火9 水9 木9 金11

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19
月10 火10 水10 木10 金10 月11 火10 水10 木10 金12

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26
月11 火11 水11 木11 金11 月12 火11 水11 木11

28 29 30 27 28 29 30 31
月12 火12

1 2 3 4 1 2
水12 木12 金12

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9
月13 火13 水13 木13 金13 月13 火12 水12 木12 金13

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16
月14 火14 水14 木14 金14 火13 水13 木13

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23
火15 水15 木15 金14 月14 火14 水14 木14 金14

26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
月15 月15 火15 水15 木15 金15

31

1 1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

23 24 25 26 27 28 29 28

30 31

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27

27 28 29 30 28 29 30 31

前期授業期間(期末試験期間含む)：4月7日(火)～7月27日(月) 後期授業期間(期末試験期間含む)：10月2日(金)～1月29日(金)

※科目により期末試験期間に授業を行う場合がある。シラバス等を参照すること。 赤字 祝日(振替休日)／校舎施錠・教職員夏季一斉休業

振替授業日 期末試験期間 休業日 ○ ガイダンス・健康診断等

8

7日

10日～17日

29日

オープンキャンパス

校舎施錠／
教職員夏季一斉休業

構内全域停電（定期点検）

2

1日
 

25日・
26日

修士論文口述試験［M2］

【教育学部】
一般選抜(前期日程)

9

18日
18日～

10月12日

【教育学部】総合型選抜Ⅰ
履修登録期間

3

12日 【教育学部】
一般選抜(後期日程)

19日

30日

総合人文社会科学研究科入試
(前期)

修士論文中間発表動画提出
期限［M2］

22日 長野地区卒業証書・
学位記授与式

 21日～27日 期末試験期間 25日～29日 期末試験期間

30日～ 春季休業

7 1
15日 臨時休業日

(大学入学共通テスト
(16日・17日)準備)

28日～
10月1日

夏季休業

30日 総合人文社会科学研究科入
試(後期)

6

1日 開学記念日

12
21日 学位論文等提出期限［M2］

25日～

1月3日

冬季休業

21日 【教育学部】
学校推薦型選抜5

1日 月曜日の授業を実施

11

26日 月曜日の授業を実施

学位論文題目届等提出期限
［M2］

4

３日
4日

３・6日

1日～14日

 7日

16日～22日

 
30日
30日

分野ガイダンス
入学式
学生定期健康診断

履修登録期間
前期授業開始日

履修登録確認・修正期間

研究計画書提出期限［M1］
水曜日の授業を実施

10

2日 後期授業開始日

～12日 履修登録期間

14日 月曜日の授業を実施

2026年度　総合人文社会科学研究科総合人文社会科学専攻
心理学分野（長野（教育）キャンパス）学年暦

前期 後期

備考 備考

14日～20日 履修登録確認・修正期間

授業時間割　長野（教育）キャンパス

授業時間 1 2 3 4 5 6

時間 8：40～10：20 10：30～12：10 13：00～14：40 14：50～16：30 16：40～18：20 18：30～20：10
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心理学分野（専門領域：発達科学・認知科学・人間科学領域，臨床心理学コース）

長野（教育）キャンパス

学年開始 ４月１日（水）

ガイダンス ４月３日（金）

入学式 ４月４日（土）

前期授業開始 ４月７日（火）

前期履修登録期間 ４月１日（水）～４月１４日（火）

前期履修登録確認･訂正期間 ４月１６日（木）～４月２２日（水）

学位論文題目提出期限 ５月２９日（金）

前期授業終了 ７月１７日（金）

前期試験 ７月２１日（火）～７月２７日（月）

夏季休業 ７月２８日（火）～１０月１日（木）

後期授業開始 １０月２日（金）

後期履修登録期間 ９月１８日（金）～１０月１２日（月）

後期履修登録確認･訂正期間 １０月１４日（水）～１０月２０日（火）

学位論文提出期限 １２月２１日（月）

冬季休業 １２月２５日（金）～１月３日（日）

後期授業終了 １月２２日（金）

後期試験 １月２５日（月）～１月２９日（金）

春季休業 １月３０日（土）～

学位記授与式 ３月２２日（月）
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総合人文社会科学研究科心理学分野学位授与の方針 

  

心理学分野では、総合人文社会科学研究科（総合人文社会科学専攻）の学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）に則り、社会の課題を分析解明してその解決策を提案するとともに、

心理学分野の地域中核人材・研究者として不可欠な以下の知識や能力を十分に培った学生

に対して、「修士（心理学）」の学位を授与する。臨床心理学コースの学生については、さら

に人々の心の健康の保持増進に資する専門家として必要な知識と能力を十分に培った学生

に対して、「修士（心理学）」の学位を授与する。 

成績評価の公正さと透明性を確保するため、成績の評定は、各科目に掲げられた授業の狙

い・目標に向けた到達度をめやすとして採点する。学位論文に係る評価並びに修了の認定は、

客観性及び厳格性を確保するため、その基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従

って適切に行う。 

 

1. 専門基礎力 

心理学分野の高度な知識・技能を有する。 

 

2. 分析力・応用力 

量的・質的分析方法を身につけると同時に、地域・社会・経済の抱える課題について、課題

解決に必要な情報を収集する能力及び収集した情報を適切に分析する能力を有する。各領

域の特徴を学び多面的に展開できる応用力を有する。資格取得を目指すものは、心理に関す

る支援を要する者の心理状態を分析する力、心理学分野の知識・技能を相談及び助言に応用

する能力を有する。 

 

3. 提案力 

多領域のステークホルダーを動員し、地域・社会の課題に対して主力的に取り組みながら、

独創的な提案を行う力、問題解決に不可欠な総合的なシナリオを提示できる提案力を有す

る。資格取得を目指すものは、心理に関する効果的な支援を提案できる能力を有する。 

 

4. 俯瞰力 

人間と社会を探究する学問分野間の総合的な知見を活かし、俯瞰的な視野で課題を捉える

力を有する。 

 

5. 倫理観 

心理学分野の地域中核人材・研究者として備わっているべき倫理観を有する。資格取得を目

指すものは、さらに専門職としての法的義務や倫理についての知識を有する。 
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 履修について 

１．修了要件と履修方法 

 修了要件と履修方法（授業科目や単位数）は入学年度ごとに異なります。履修しなければいけ

ない科目は，入学年度の「学生便覧」で確認してください。 

 
【心理学分野(専門領域:実験心理学，社会心理学)】（2023 年度入学生のみ） 

２年以上在学し，共通基幹科目群８単位以上，専門基盤科目群４単位以上，専門発展科目群 

１６単位以上を含む合計３０単位以上を修得する。かつ必要な研究指導を受けた上，修士論文の

審査及び最終試験に合格すること。 

心理学分野（専門領域：実験心理学領域，社会心理学領域） 

松本キャンパス 

科目区分 単位数 

共通基幹科目群 
共通基礎科目  選択  ４単位 
分野横断科目  必修  ４単位 

専門基盤科目群 心理学分野コア科目 選択  ４単位以上 
専門発展科目群  選択 １６単位以上 

※自身の所属する分野以外の分野の科目については履修を推奨します。必修ではありませんが，修得

した単位は修了単位数に含みます。 
 
【心理学分野(専門領域:発達科学・認知科学・人間科学)】 

２年以上在学し，共通基幹科目群８単位以上，専門基盤科目群８単位以上，専門発展科目群 

１２単位以上を含む合計３０単位以上を修得する。かつ必要な研究指導を受けた上，修士論文の

審査及び最終試験に合格すること。 

心理学分野（専門領域：発達科学・認知科学・人間科学領域） 

長野(教育)キャンパス 

科目区分 単位数 
共通基幹科目群 共通基礎科目  選択  ４単位 

分野横断科目  必修  ４単位 
専門基盤科目群 心理学分野コア科目 必修  ８単位 
専門発展科目群 アクションリサーチ系科目 選択  ２単位 

 選択 １０単位以上 
※自身の所属する分野以外の分野の科目については履修を推奨します。必修ではありませんが，修得

した単位は修了単位数に含みます。 
 
【心理学分野(臨床心理学コース)】 

２年以上在学し，共通基幹科目群８単位以上，専門基盤科目群８単位以上，専門発展科目群 

１２単位以上を含む合計３０単位以上を修得する。かつ必要な研究指導を受けた上，修士論文の

審査及び最終試験に合格すること 

心理学分野臨床心理学コース 

長野(教育)キャンパス 

科目区分 単位数 
共通基幹科目群 共通基礎科目  選択  ４単位 

分野横断科目  必修  ４単位 
専門基盤科目群 心理学分野コア科目 必修  ８単位 
専門発展科目群 アクションリサーチ系科目 選択  ２単位 

 選択 １０単位以上 
※自身の所属する分野以外の分野の科目については履修を推奨します。必修ではありませんが，修得

した単位は修了単位数に含みます。
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２.履修に関する手続き 

（１）履修計画 

   入学後，修了要件や対象科目を確認し，指導教員と相談のうえ２年間の履修計画を立てて

ください。履修登録は指定の期間内に行う必要があります。 

 

（２）履修登録 

① 履修登録の方法 

授業担当教員から履修許可を得た科目は，履修登録期間中にＷｅｂ履修登録（キャン

パス情報システム）から履修登録を各自行ってください。 

ただし，２年生は修了見込み証明書発行準備のため４月の履修登録期間内に当該年

度履修を予定している前期・後期・通年科目全てを登録してください。 

 

② 履修登録確認 

      Ｗｅｂ履修登録した科目に間違いがないか，指定の期間（履修登録確認修正期間）

に確認を行います。 

 

③ 受講手続きの完了について 

      受講手続きはＷｅｂ履修登録が終了して完了となります。履修登録期間中に授業担

当教員から履修許可を得ただけでは受講手続きは完了していないので注意してくださ

い。 

 

 

３．履修上の注意事項 

（１）松本キャンパスと長野（教育）キャンパスでは授業時間や開講日が異なるため注意して

履修計画を立ててください。 

（２）授業科目の履修及び研究においては指導教員の指導を受けてください。 

（３）授業科目の履修は，領域またはコースごとに指定された科目を履修し修得してください。 

（４）「専門基盤科目群」及び「専門発展科目群」の授業科目は，自身が所属する分野またはコ 

ースで指定された科目から修得してください。 

 （５）各授業は，おおむね 15 時間から 45 時間までの範囲で定める授業時間をもって 1 単位と

していますが、臨床心理学コースを対象としている実習に限り、30 時間以上の授業時間を

もって 1 単位とします。 

 

 

４. 成績の疑義申立 

 成績の疑義申し立ては当該科目の成績が開示されてから１週間以内（土日含む）に所属の学

務係へ文書の形（書式指定）で申し立ててください。 

 

 

５．研究計画 

  入学後，指導教員と相談のうえ研究題目を決定し，研究内容，研究方法並びに研究計画を「研

究指導計画書」により所定の期日までに提出してください。原則として各年度４月末日までに

学務係及び指導教員に各１部提出してください。 

研究計画に変更が生じた場合は，変更後の研究指導計画書を再度提出してください。 
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６．修士論文 

  学位論文審査及び最終試験については，「信州大学大学院総合人文社会科学研究科学位論文審 

査及び最終試験並びに修了判定実施要項」に基づき行います。 

学位論文審査を希望する者は修了予定年度の５月（松本キャンパスにおいては，５月末日が

休日に当たるときは，その後の直近の休日以外の日）に題目届を提出後，１２月に学位論文等

を提出する必要があります。詳細については別途学務係及び分野から指示を行います。 

 

 

７．長期履修学生制度について 

  計画的な長期在学・履修により就学の便宜と授業料の軽減を図る「長期履修学生制度」があ

ります。制度の概要は以下のとおりです。詳細については学務係に問い合わせてください。 

 （１）申請資格 

    原則として職業を有している社会人とする。 

 （２）長期履修の開始日 

    原則として年次の始め 

 （３）長期履修の在学年限 

    ４年間を超えることはできない。 

 （４）申請手続き 

    指導教員と相談の上，所定の期間内に「長期にわたる教育課程の履修申請書」を提出す

ること。 

 

 

８．公認心理師資格について 

（１）公認心理師とは 

   公認心理師法に規定された国家資格で，公認心理師試験に合格した者が公認心理師の資格

を有することができます。公認心理師登録簿への登録を受け，公認心理師の名称を用いて，

保健医療，福祉，教育その他の分野において，心理学に関する専門的知識及び技術をもって，

次に掲げる行為を行うことを業とする者をいいます。 

（1）心理に関する支援を要する者の心理状態の観察，その結果の分析 

（2）心理に関する支援を要する者に対する，その心理に関する相談及び助言，指導その他の 

援助 

（3）心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言，指導その他の援助 

（4）心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供 

 

 （２）公認心理師の資格 

   公認心理師試験に合格した者が公認心理師の資格を有することができます。ただし，公認 

心理師試験を受験するためには以下の受験資格を満たす必要があります。 

  【公認心理師試験の受験資格】 

   公認心理師として必要な知識及び技能について，主務大臣が公認心理師試験を実施する。

受験資格は，以下の者に付与する。  

    ①  大学において主務大臣指定の心理学等に関する科目を修め，かつ，大学院において主務 

大臣指定の心理学等の科目を修めてその課程を修了した者等  

    ②  大学で主務大臣指定の心理学等に関する科目を修め，卒業後一定期間の実務経験を積ん 

だ者等  

   ③  主務大臣が①及び②に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認めた者 

 

 （３）科目の修得方法（上記①の方法で受験資格を取得する場合）※大学院における科目修得 

   大学院において修得する主務大臣指定の心理学等に関する科目は１０科目です。大学院在 

学中に全て修得する必要があります。本研究科における開講科目は別表に示すとおりです。 
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（別表） 

主務大臣指定の心理学等に関する科目 本研究科開設の左記に該当する科目 

1 
保健医療分野に関する理論と支援の展

開 

精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援 

の展開） 

2 福祉分野に関する理論と支援の展開 
障害児・障害者心理学特論（福祉分野に関する理論

と支援の展開） 

3 教育分野に関する理論と支援の展開 教育分野に関する理論と支援の展開 

4 
司法・犯罪分野に関する理論と支援の

展開 

犯罪心理学特論（司法・犯罪分野に関する理論と支

援の展開） 

5 
産業・労働分野に関する理論と支援の

展開 

社会心理学特論（産業・労働分野に関する理論と 

支援の展開） 

6 
心理的アセスメントに関する理論と実

践 

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関す 

る理論と実践） 

7 心理支援に関する理論と実践 
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と 

実践） 

8 
家族関係・集団・地域社会における心理

支援に関する理論と実践 

家族心理学特論（家族関係・集団・地域社会にお 

ける心理支援に関する理論と実践） 

9 心の健康教育に関する理論と実践 心の健康教育に関する理論と実践  

10 心理実践実習 

心理実践実習Ⅰ 

臨床心理実習Ⅱ（心理実践実習Ⅱ） 

臨床心理実習Ⅲ（心理実践実習Ⅲ） 

臨床心理実習Ⅳ（心理実践実習Ⅳ） 

臨床心理実習Ⅴ（心理実践実習Ⅴ） 

注）心理実践実習は人数が定められていることから，受講制限を行う場合がある。 
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○　各項目の注意事項

　・　履修登録コード･････学期始めの履修登録時に使用(ＷＥＢ入力)するコード

　・　担当教員･･･････････名前の後に［非］と記載のある教員は非常勤のため授業日(時)のみ来学します。学部担当教員を通して連絡してください。

　・　開設学期等･････････「週時数」又は「集中」が記載されている学期に開講されます。前後期にまたがって記載があるのは「通年」授業です。

　・　履修年次･･･････････授業を履修するのに適した学年です。やむを得ず指定外の学年で希望する場合は，授業担当教員に相談してください。

　・　備考･･･････････････「本年度休講」：本年度開講しない授業　／　「隔年開講」：隔年授業（２年ごとに開講される授業）

　・　時間割･････････････その授業の開講曜日・時限・教室を示します。学期始めは変更がありますので担当教員の指示や掲示等を毎日確認してください。

松本キャンパス

長野（教育）キャンパス
654321

18：30～20：1016：40～18：2014：50～16：3013：00～14：4010：30～12：108：40～10：20

18：00～19：30

6
16：20～17：50

5
14：40～16：10

4

授業時限
時間

授業時限
時間

321
13：00～14：3010：40～12：10 9：00～10：30 

【授業時間】

　・　受講対象･･･････････所属する領域またはコースにより履修できる科目が異なります。

開設授業科目一覧表の見方

○　本表には，共通基幹科目群（研究科共通科目），心理学分野の専門基盤科目群及び専門発展科目が記載されています。

○　履修しなければいけない科目は，「学生便覧」で確認し，学生便覧の授業科目名で本表の科目を参照してください。

　・　開講場所･･･････････授業科目により開講キャンパスが異なります。開講キャンパスにより授業時間が異なりますので十分注意してください。

　・　対象カリ･･･････････履修し単位を取得できる入学年度を示します。｢継続｣の記載があれば全ての入学年度が履修できます。
　　　　　　　　　　　　（例）「23UA」表記の科目は23UAの学生のみ履修できます。
                        　　　「24UA～」表記の科目は23UA以前の学生は履修できません。
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総合人文社会科学専攻　心理学分野　令和８年度(2026年度)開設授業科目一覧

前期 後期

 週時間数  週時間数

共通基幹科目群　共通基礎科目

UA111501 解析手法論 継続 講義 2 1・2 選択 2 伊藤加奈子　ほか

・UA111501またはUA102500のいず

れか一科目選択必修

・松本キャンパス在学生はUA111501
を履修すること

水 6 ● ● ●

UA102500 解析手法論Ⅰ・心理統計法特論 継続 講義 2 1・2 選択 2 島田英昭，三和秀平

・UA111501またはUA102500のいず

れか一科目選択必修

・長野(教育)キャンパス在学生は

UA102500を履修すること

金 2 N102 ● ● ●

UA104500 解析手法論Ⅱ・心理学研究法特論 継続 講義 2 1・2 選択 2 三和秀平，島田英昭 金 2 N303 ● ● ●

UA105500 人文社会科学研究者倫理A 継続 講義 2 1・2 選択 2 金井直　ほか

・UA105500またはUA106500のいず

れか一科目選択必修

・松本キャンパス在学生はUA105500
を履修すること

月 5 ● ● ●

UA106500 人文社会科学研究者倫理B 継続 講義 2 1・2 選択 2 水口崇

・UA105500またはUA106500のいず

れか一科目選択必修

・長野(教育)キャンパス在学生は

UA106500を履修すること

月 2 N303 ● ● ●

共通基幹科目群　分野横断科目

UA212600 人文社会科学修論課題合同発表 継続 演習 2 2 必修 集中 集中

高橋（知），上村，越智，島田，茅野

（理），水口，髙栁，友川，髙橋，大木，

川崎，三和，向井，森下，瀧，安達，林，

小野（文），佐藤，下山，宮地，谷塚，伊

藤（加）　ほか

集中 集中 ● ● ● ●

UA213500 社会課題別PBL 継続 演習 2 1 必修 集中 越智，高栁，川崎，菊池　ほか 集中 集中 ● ● ● ●
専門基盤科目群　心理学分野コア科目

UAD01600 心理学研究指導Ⅰ 継続 演習 2 2 必修 2
高橋(知)，島田，茅野（理），越智，上村，

髙橋（史），髙栁，水口，友川，大木，川

崎，三和，向井，瀧，森下，安達，佐藤，

下山，林，宮地，谷塚，植原，奥村

・長野(教育)キャンパス在学生の

み必修
● ● ●

UAD02600 心理学研究指導Ⅱ 継続 演習 2 2 必修 2
高橋(知)，島田，茅野（理），越智，上村，

髙橋（史），髙栁，水口，友川，大木，川

崎，三和，向井，瀧，森下，安達，佐藤，

下山，林，宮地，谷塚，植原，奥村

・長野(教育)キャンパス在学生の

み必修
● ● ●

UAD03500 心理学総合演習Ⅰ 継続 演習 2 1 必修 2
高橋(知)，島田，茅野（理），越智，上村，

髙橋（史），髙栁，水口，友川，大木，川

崎，三和，向井，瀧，森下，安達，佐藤，

下山，林，宮地，谷塚，植原，奥村

・長野(教育)キャンパス在学生の

み必修
● ● ●

UAD04500 心理学総合演習Ⅱ 継続 演習 2 1 必修 2
高橋(知)，島田，茅野（理），越智，上村，

髙橋（史），髙栁，水口，友川，大木，川

崎，三和，向井，瀧，森下，安達，佐藤，

下山，林，宮地，谷塚，植原，奥村

・長野(教育)キャンパス在学生の

み必修
● ● ●

UAD05500 心理学理論研究 23UA 演習 2 1 選択 2 今井章，高瀬弘樹，岡本卓也，松本昇，白

井真理子 火 5 ● ●

UAD06500 心理学総合演習 23UA 演習 2 1 選択 2 今井章，高瀬弘樹，岡本卓也，松本昇，白

井真理子 火 5 ● ●

履修

年次

履修

登録

コード

授業科目名
対象

カリ

授業

形態

単

位

数

履修

区分

開設学期等

担当教員 備考

時間割 開講場所

曜

日

時

限

教

室

　実験心理学領域
　社会心理学領域

　発達科学・認知科学・
人間科学領域

臨床

心理学

コース

松本 長野

受講対象
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前期 後期

 週時間数  週時間数

履修

年次

履修

登録

コード

授業科目名
対象

カリ

授業

形態

単

位

数

履修

区分

開設学期等

担当教員 備考

時間割 開講場所

曜

日

時

限

教

室

　実験心理学領域
　社会心理学領域

　発達科学・認知科学・
人間科学領域

臨床

心理学

コース

松本 長野

受講対象

専門発展科目群　アクションリサーチ系科目

UAE01600 発達・教育心理学実習 継続 実習 2 2 選択 集中 集中
島田，茅野（理） 越智，髙栁，大木，水

口，友川，三和，森下，瀧，安達，林，谷

塚，宮地，下山，佐藤，植原，奥村

・長野(教育)キャンパス在学生の

み履修対象
集中 集中 ● ● ●

UAE02600 実験心理学実習 23UA 実習 2 2 選択 2 今井章，高瀬弘樹 月 1 ● ●

UAE03600 社会心理学実習 23UA 実習 2 2 選択 2 岡本卓也，松本昇，白井真理子 月 1 ● ●

UAE05500 臨床心理基礎実習 継続 実習 2 1 選択 4 4 茅野理恵，上村惠津子，髙橋史，川崎隆 火 4~5 E401 心理教育相談
室

● ●

UAE06600 臨床心理実習Ⅰ 継続 実習 2 2 選択 4 4 高橋知音，茅野理恵，上村惠津子，髙橋

史，向井秀文，川崎隆 水 5~6 心理教育相談
室

● ●

UAE12600 学校臨床心理実習 継続 実習 2 1 選択 集中 集中 茅野理恵 集中 集中 ● ● ●

UAE07600 臨床心理実習Ⅱ（心理実践実習Ⅱ） 継続 実習 2 2 選択 4 4
高橋知音，茅野理恵，上村惠津子，髙橋

史，向井秀文，川崎隆，三谷絵音，篠田直

子
木 4~5 E504 ● ●

UAE08600 臨床心理実習Ⅲ（心理実践実習Ⅲ） 継続 実習 2 2 選択 4 4
高橋知音，茅野理恵，上村惠津子，髙橋

史，向井秀文，川崎隆，三谷絵音，篠田直

子

【前期/後期】
木/月

【前期/後期】
2~3/5~6

心理教育相談
室

● ●

UAE09600 臨床心理実習Ⅳ（心理実践実習Ⅳ） 継続 実習 2 2 選択 4 4
高橋知音，茅野理恵，上村惠津子，髙橋

史，向井秀文，川崎隆，三谷絵音，篠田直

子
金 5~6 心理教育相談

室
● ●

UAE10600 臨床心理実習Ⅴ（心理実践実習Ⅴ） 継続 実習 2 2 選択 4 4
高橋知音，茅野理恵，上村惠津子，髙橋

史，向井秀文，川崎隆，三谷絵音，篠田直

子
水 2~3 心理教育相談

室
● ●

UAE11600 心理実践実習Ⅰ 継続 実習 2 2 選択 集中 集中
高橋知音，茅野理恵，上村惠津子，髙橋

史，向井秀文，川崎隆，三谷絵音，篠田直

子
集中 集中

心理教育相談
室

● ●

専門発展科目群　心理学分野発展科目

UAF01500 人間の精神と社会環境特論 継続 講義 2 1 選択 2 越智康詞 火 4 N313 ● ● ●
UAF02500 人間の精神と社会環境演習 継続 演習 2 1 選択 2 越智康詞 月 3 N313 ● ● ●
UAF03500 学習過程論特論 継続 講義 2 1 選択 2 安達仁美 木 2 N221 ● ● ●
UAF04500 学習過程論演習 継続 演習 2 1 選択 2 安達仁美 水 2 N305 ● ● ●
UAF05500 人間形成論特論 継続 講義 2 1 選択 2 高栁充利

Zoomの回と、オンデマンドの回

とがあります
火 4 N319 ● ● ●

UAF06500 人間形成論演習 継続 演習 2 1 選択 2 高栁充利 火 5 N319 ● ● ●
UAF09500 野外教育グループカウンセリング特論 継続 講義 2 1 選択 2 瀧直也 月 4 ● ● ●
UAF10500 野外教育グループカウンセリング演習 継続 演習 2 1 選択 2 瀧直也 月 4 ● ● ●
UAF11500 比較教育学特論 継続 講義 2 1 選択 2 林寛平 木 2 ● ● ●
UAF12500 比較教育学演習 継続 演習 2 1 選択 2 林寛平 木 2 ● ● ●
UAF13500 国際精神保健学特論 継続 講義 2 1 選択 2 友川幸 水 2 E310 ● ● ●
UAF14500 国際精神保健学演習 継続 演習 2 1 選択 2 友川幸 水 2 E310 ● ● ●

UAF15500 認知工学特論 継続 講義 2 1 選択 集中 森下孟 集中 集中
学びセンター

103 ● ● ●

UAF16500 認知工学演習 継続 演習 2 1 選択 集中 森下孟 集中 集中
学びセンター

103 ● ● ●

UAF17500 家族心理学特論（家族関係・集団・地域社

会における心理支援に関する理論と実践）
継続 講義 2 1 選択 2 川崎隆 火 3 E401 E503 ● ● ●

UAF18500 障害児・障害者心理学特論（福祉分野に関

する理論と支援の展開）
継続 講義 2 1 選択 2 高橋知音，向井秀文 木 2 N303 ● ● ●

UAF19500 教育分野に関する理論と支援の展開 継続 講義 2 1 選択 2 茅野理恵，川崎隆 月 4 E401 ● ● ●
UAF20500 学校臨床心理学特論 継続 講義 2 1・2 選択 2 上村惠津子 月 1 E401 ● ●
UAF21500 教育心理学特論 継続 講義 2 1 選択 集中 島田英昭 オンデマンド 集中 集中 ● ● ●
UAF22500 教育心理学演習 継続 演習 2 1 選択 2 島田英昭 木 3 N221 ● ● ●

UAF23500 犯罪心理学特論（司法・犯罪分野に関する

理論と支援の展開）
継続 講義 2 1・2 選択 本年度休講(奇数年度開講) ● ● ●

UAF24500 社会心理学特論（産業・労働分野に関する

理論と支援の展開）
継続 講義 2 1 選択 2 川崎隆 木 3 E401 ● ● ●

UAF25500 心の健康教育に関する理論と実践 継続 講義 2 2 選択 2 茅野理恵 火 3 E401 ● ● ●

UAF26500 精神医学特論（保健医療分野に関する理論

と支援の展開）
継続 講義 2 1・2 選択 集中 集中 未定［非］，向井秀文 隔年開講（偶数年度開講） 集中 集中 ● ● ●

UAF27500 認知心理学特論 継続 講義 2 1 選択 2 三和秀平 金 4 N102 ● ● ●
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前期 後期

 週時間数  週時間数

履修

年次

履修

登録

コード

授業科目名
対象

カリ

授業

形態

単

位

数

履修

区分

開設学期等

担当教員 備考

時間割 開講場所

曜

日

時

限

教

室

　実験心理学領域
　社会心理学領域

　発達科学・認知科学・
人間科学領域

臨床

心理学

コース

松本 長野

受講対象

UAF28500 認知心理学演習 継続 演習 2 1 選択 2 三和秀平 木 3 N102 ● ● ●
UAF29500 発達心理学特論 継続 講義 2 1 選択 2 水口崇 金 3 N202 ● ● ●
UAF30500 発達心理学演習 継続 演習 2 1 選択 2 水口崇 月 3 N104 ● ● ●
UAF31500 実験心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 2 今井章 隔年開講 水 6 ● ●
UAF32500 基礎心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 今井章 本年度休講（隔年開講） ● ●
UAF33500 認知心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 2 高瀬弘樹 隔年開講 火 6 ● ●
UAF34500 生理心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 高瀬弘樹 本年度休講（隔年開講） ● ●
UAF35500 社会心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 2 岡本卓也 隔年開講 火 1 ● ●
UAF36500 グループダイナミックス 23UA 演習 2 1～2 選択 2 岡本卓也 隔年開講 火 2 ● ●
UAF37500 臨床心理学特論Ⅰ 継続 講義 2 1 選択 2 茅野理恵，高橋知音 月 4 N302（前半） E503（後半） ● ●
UAF38500 臨床心理学特論Ⅱ 継続 講義 2 1 選択 2 髙橋史，川崎隆 火 1 E401 ● ●

UAF39500 臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメント

に関する理論と実践）
継続 演習 2 1 選択 4 高橋知音，向井秀文 火 1~2 N204 ● ●

UAF40500 臨床心理査定演習Ⅱ 継続 演習 2 1 選択 集中 吉野真紀［非］，高橋知音 集中 集中 ● ●

UAF41500 臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理

論と実践）
継続 演習 2 1 選択 2 髙橋史，川崎隆 火 2 E401 ● ●

UAF42500 臨床心理面接特論Ⅱ 継続 講義 2 1 選択 2 茅野理恵，川崎隆 月 3 E101 E503 ● ●

UAF44500 学校心理学特論 23UA 講義 1 1 選択 茅野理恵

23UAの学生は「UAF44500　学校

心理学特論」を履修登録して，

「UAF64500　学校心理学特論」

を受講すること。

● ● ●

UAF45500 応用臨床心理学特論 継続 講義 1 1 選択
前期前半

1
髙橋史 水 2 ● ● ●

UAF46500 特別支援教育特論 23UA 講義 1 1 選択 下山真衣

23UAの学生は「UAF46500　特別

支援教育特論」を履修登録して，

「UAF65500　特別支援教育特

論」を受講すること。

● ● ●

UAF47500 心理教育的アセスメントの理論と実践 継続 演習 2 1・2 選択 集中 集中 向井秀文，高橋知音，島田英昭，水口崇 隔年開講（偶数年度開講） 集中 集中 ● ● ●

UAF48500 学習科学特論 継続 講義 2 1 選択 2 佐藤和紀 木 4 学びセンター
103 ● ● ●

UAF49500 学習科学演習 継続 演習 2 1 選択 2 佐藤和紀 木 4 学びセンター
103 ● ● ●

UAF50500 学習環境デザイン特論 継続 講義 2 1 選択 2 谷塚光典 月 1 N319 ● ● ●
UAF51500 学習環境デザイン演習 継続 演習 2 1 選択 2 谷塚光典 月 1 N319 ● ● ●
UAF52500 教授・学習心理学特論 継続 講義 2 1 選択 2 植原俊晴 火 4 W300 ● ● ●
UAF53500 教授・学習心理学演習 継続 演習 2 1 選択 2 植原俊晴 火 4 W300 ● ● ●
UAF54500 障害児者臨床心理学特論 継続 講義 2 1 選択 2 下山真衣 火 2 E202 ● ● ●
UAF55500 障害児者臨床心理学演習 継続 演習 2 1 選択 2 下山真衣 火 2 E202 ● ● ●
UAF56500 発達臨床生理心理学特論 継続 講義 2 1 選択 集中 宮地弘一郎 集中 集中 ● ● ●
UAF57500 発達臨床生理心理学演習 継続 演習 2 1 選択 2 宮地弘一郎 木 3 ● ● ●
UAF58500 応用行動分析学特論 継続 講義 2 1 選択 2 奥村真衣子 木 2 E106 ● ● ●
UAF59500 応用行動分析学演習 継続 演習 2 1 選択 2 奥村真衣子 水 3 E106 ● ● ●
UAF60500 記憶心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 松本昇 本年度休講（隔年開講） ● ●
UAF61500 精神病理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 2 松本昇 隔年開講 金 6 ● ●
UAF62500 感情心理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 白井真理子 本年度休講（隔年開講） ● ●
UAF63500 精神生理学研究 23UA 演習 2 1～2 選択 2 白井真理子 隔年開講 水 3 ● ●

UAF64500 学校心理学特論 24UA～ 講義 2 1～2 選択 集中 集中 茅野理恵
EA（オンデマンド）と対面（長

野開講）の併用
集中 集中 E503 ● ● ●

UAF65500 特別支援教育特論 24UA～ 講義 2 1 選択 2 下山真衣 火 3 E203 ● ● ●

UAF66500 投影法特論 24UA～ 講義 2 1 選択 集中 集中
高橋知音，茅野理恵，髙橋史，向井秀文，

川崎隆 集中 集中
心理教育相談

室
● ●

UAF67500 スポーツ心理学特論 26UA～ 講義 2 1 選択 2 大木雄太 月 3 ● ● ●
UAF68500 スポーツ心理学演習 26UA～ 演習 2 1 選択 2 大木雄太 月 3 ● ● ●
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大学院共通教育用科目について 

 

本学では，専門によらず幅広く学ぶことに役立つ科目を全大学院学生に開放し，自研究科以外で開講

されている科目を受講することにより，広い視野を身につけてもらうことを目的として，大学院共通教

育用科目を開講しています。2026 年度の開講科目は以下のとおりです。 

 

2026 年度大学院共通教育用科目一覧 

開講研究科 科目名 
開講 

時期 

担当 

教員名 

単

位 

開講キャンパス 

教室 
備考 

総合人文社

会科学研究

科 

教育心理学特論 
前期 

集中 
島田英昭 2 オンライン開講 eALPS に掲載 

発達臨床生理心

理学特論 

前期 

集中 

宮 地弘 一

郎 
２ オンライン開講 eALPS に掲載 

総合理工学

研究科 

大学院と社会 
前期 

集不定 

LI MIN 

 
2 オンライン開講 eALPS に掲載 

大学発技術系ベ

ンチャー実践論 

前期 

集不定 
杉原伸宏 2 オンライン開講 詳細は後日 

臨床医学概論 
後期 

金 4 

植村健 

他 
２ オンライン開講 eALPS に掲載 

総合理工学

研究科・総

合医理工学

研究科 

科学技術政策特

論 

後期 
（前半） 

木３・４ 
米倉真一 ２ オンライン開講 

eALPS に掲載 

（日程の詳細含む） 

※2026 年度最終開講 

 修了要件要確認 

総合医理工

学研究科 

知財管理特講 
前期 

集不定 

松 山紀 里

子 
2 オンライン開講 eALPS に掲載 

イノベーション

セミナー 
未定 

植村健 

他 
2 

未定 
 

詳細は後日 

 

履修登録及び記入上の注意 

＊受講を希望する場合は，「大学院共通教育用科目受講登録票」を所属研究科の指定する履修登録期日

までに，所属研究科の学務担当窓口に提出してください。 

大学院共通教育用科目一覧にある科目であっても，自分の所属研究科の科目については，必ず所属研

究科における履修登録を行ってください。 

＊科目によっては，受講登録票を利用せず受講登録を行う科目があります。必ず掲示等や所属研究科の

学務担当窓口で確認してください。 

＊履修にあたっては，必ず事前に指導教員と相談し履修計画を立てたうえ，登録を行ってください。 

＊大学院共通教育用科目は全研究科で単位として認められますが，修了要件に含まれるか否かは研究科

毎に異なります。必ず所属研究科の学務担当窓口で確認してください。 

＊各科目のシラバスは，「信州大学シラバス検索システム」から確認できます。 

https://campus-3.shinshu-u.ac.jp/syllabusj/Top 

「大学院共通教育用科目のみを検索」から検索 

＊時間割等の開講情報は変更となる場合があります。最新情報はシラバス，キャンパス情報システムで

各自確認してください。 
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HPに掲載し ている 履修案内から は心理学分野教員名簿、 事務窓口の記載を 省略し ていま す。
eALPS 掲載の履修案内で確認し てく ださ い。



HPに掲載し ている 履修案内から は校舎配置図の記載を省略し ていま す。
eALPS 掲載の履修案内で確認し てく ださ い。
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〇信州大学における授業の出席に関する要項 

(令和4年11月16日信州大学要項第82号) 

 

第1 趣旨 

 この要項は，信州大学の学生の授業の出席に関し，必要な事項を定める。 

第2 授業への出席 

 学生は，履修する授業の全ての回に出席することを基本とする。 

第3 授業に出席できない場合の学修の補充 

1 学生は，第4に規定する事由により授業に出席できない場合は，第5に規定する方法により，授業担

当教員に，当該授業内容について学修の補充を受けるための申出を行うことができる。 

2 学生から前項に基づく申出を受けた授業担当教員は，当該授業時間分の学修について補充し、当該

学生が履修上不利益とならないように配慮するものとする。ただし，複数回にわたり出席できない

等の理由により単位の修得が困難であると授業開講部局が判断した場合には，これを行わないこと

がある。 

3 前項に規定する学修の補充は，レポートやe-Learningの活用等，当該授業の特性に合わせた方策に

より行うものとする。 

4 学生が第4に規定する事由以外の事由で授業に出席できない場合の学修の補充は，授業担当教員の

判断によるものとする。 

５ 学生が学校保健安全法施行規則第18 条に規定する感染症にかかった場合等の学修の補充は，信州

大学における学校保健安全法に基づく出席停止に関する要項(令和3 年信州大学要項第74 号)におい

て定める。 

第4 学修の補充の対象とする事由，対象期間及び学修の補充の申出に必要な書類 

第3第2項に規定する学修の補充の対象とする事由，対象期間及び学修の補充の申出に必要な書類

は次の表のとおりとする。 

学修の補充の対象とする事由 必要書類 学修の補充の対象期間 

2親等以内の親族又は配偶者（婚

姻の届出をしないが，事実上婚姻

関係と同様の事情にある者を含

む。以下この表において同じ。）

が死亡し，葬儀等のために授業へ

の出席が困難である場合 

会葬礼状等，事実が確認

できる書類 

1親等の親族又は配偶者の死亡は

連続する7日以内，2親等の親族は

連続する3日以内 

病気やけがで授業への出席が困難

である場合 

授業への出席が困難であ

ることの事情及び期間が

分かる診断書等の書類 

 

病気やけがで授業への出席が困難

であると認められる期間 

 

裁判員の参加する刑事裁判に関す

る法律に基づく裁判員の選任手続

及び裁判員の職務従事のため裁判

所に出頭する場合 

裁判所からの呼出状又は

出頭証明書の写し 

移動時間を含めた，当該手続及び

職務の遂行に必要であると認めら

れる期間 

災害又は公共交通機関の遅延・運

休により，授業への出席が困難で

ある場合 

罹災証明書，公共交通機

関が発行する遅延又は運

休等の事実が確認できる

証明書類 

災害又は公共交通機関の遅延・運

休により当該授業に出席できなか

ったと認められる期間 

その他授業開講部局の長が認める

場合 

授業に出席できない事由

の概要及び期間が分かる

書類 

授業開講部局の長が認める期間 

2 前項のその他授業開講部局の長が認める場合の詳細は，授業開講部局の学生便覧等において定める。 

第5 学修の補充の申出に関する手続 
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1 学生は，第3第1項に規定する申出として，授業開講部局が定める申出書に第4に規定する必要書類

を添えて，各部局の事務担当者に，事由の発生後できるだけ速やかに提出する。 

2 各部局の事務担当者は，学生から提出された申出書を，学生が履修登録している授業の担当教員に

送付する。 

3 その他の手続に関する詳細は，授業開講部局の学生便覧等において定める。 

  附 則 

この要項は，令和5年4月1日から実施する。 
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○信州大学における学校保健安全法に基づく出席停止に関する要項 

(令和3年1月7日信州大学要項第74号) 

第1 趣旨 

この要項は，信州大学の学生が学校保健安全法施行規則第18条に規定する学校において予防すべき感

染症（以下「感染症」という。）にかかった場合等の授業の出席の取扱いに関し，必要な事項を定める。 

第2 出席停止 

1 学長は，感染症にかかった学生，かかっている疑いがある学生又はかかるおそれのある学生があるとき

は，授業への出席を停止させることができる。ただし，オンラインで実施する授業への出席について学生

が申し出た場合は，これを妨げない。 

2 出席停止の期間は，学校保健安全法施行規則第19条の規定を基準として，総合健康安全センター長が決

定し，出席停止の理由とともに学生に通知する。 

第3 感染症にかかった場合等の申告 

学生は，感染症にかかった場合又はかかっている疑いがある場合は，速やかにその旨を大学に申告し

なければならない。 

第4 出席停止期間の授業の扱い 

1 出席停止期間中の授業については，欠席扱いとしない。 

2 出席停止期間が長期間にわたる場合の取扱いについては，その都度当該学生の所属部局及び学生が受講

する授業の開講部局間で協議する。 

第5 授業担当教員への情報共有 

学生が出席停止となった場合は，当該学生が履修登録している授業の担当教員に情報共有する。 

第6 授業担当教員への報告 

出席停止とされた学生は，第2第2項の通知を示して授業担当教員に出席停止を受けたことを報告する。 

第7 出席停止とされた学生への配慮義務 

第6の報告を受けた授業担当教員は，当該学生に対し，レポートやe-Learningの活用等，当該授業の

特性に合わせた方策により出席停止期間中の学修を補充する支援を行い，当該学生が履修上不利益となら

ないように配慮しなければならない。 

第8 試験の取扱い 

出席停止期間中の試験の取扱いについては，当該授業科目を開講する部局の判断において，追試験の

実施やレポート等で対応し，当該学生が履修上不利益とならないように配慮する。 

附 則 

この要項は，令和3年4月1日から実施する。 

附 則(令和3年2月12日令和2年度要項第10号) 

この要項は，令和3年4月1日から実施する。 

附 則(令和4年11月16日令和4年度要項第5号) 

この要項は，令和5年4月1日から実施する。 
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学校保健安全法施行規則第 18条に規定する感染症にかかった場合等の手続について 

 

学生が新型コロナウイルス感染症，インフルエンザ等の学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する

学校において予防すべき感染症にかかった場合等においては，感染症拡大防止のため，「信州大学にお

ける学校保健安全法に基づく出席停止に関する要項」に基づき，「出席停止」となりますので，以下の

とおり手続を行ってください。 

※感染症に関する問合せ：総合健康安全センター 

※授業に係る手続きに関する問合せ：所属学部の学務係，共通教育窓口 

信州大学における学校保健安全法に基づく 

出席停止に関する要項 
実際の手続 

第 1 趣旨 

この要項は，信州大学の学生が学校保健安全法施

行規則第 18 条に規定する学校において予防すべき

感染症（以下「感染症」という。）にかかった場合

等の授業の出席の取扱いに関し，必要な事項を定め

る。  

 

・学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する学校に

おいて予防すべき感染症の詳細は，総合健康安全

センターのウェブサイトに案内を掲載しています

ので，参照してください。 

URL：https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/health/common/docs/common/restrictions.pdf  

第 2 出席停止 

1 学長は，感染症にかかった学生，かかっている

疑いがある学生又はかかるおそれのある学生があ

るときは，授業への出席を停止させることができ

る。ただし，オンラインで実施する授業への出席に

ついて学生が申し出た場合は，これを妨げない。 

2 出席停止の期間は，学校保健安全法施行規則第

19 条の規定を基準として，総合健康安全センター

長が決定し，出席停止の理由とともに学生に通知す

る。 

  

 

・感染症にかかった又はかかっている疑いがある場

合は，ACSU にログインし，「【学生用】感染症等

発生・消失報告」メニューから「発生報告」登録を

行ってください。 

・登録が完了すると，感染症等報告システムから登録

完了メール及び出席停止期間通知（始期）メールが

送信されます。 

・登録内容について，総合健康安全センターから電話

で聞き取りをする場合がありますので，必ず対応

してください。 

・症状が消失したら，再度，「【学生用】感染症等発

生・消失報告」メニューから「症状消失」登録を行

ってください。出席停止期間（終期）通知メールが

送信されます。 

・感染症等報告システムから出席停止の旨をメール

で通知された学生は，対面で行われる授業への出

席が停止されます。 

・体調に支障がなく，オンラインで実施されている授

業へ自宅からアクセス可能な場合は，出席しても

構いません。 

・出席停止期間中，入院していない場合は，自宅待機

してください。感染拡大防止のためサークル活動

やアルバイト等も行わないでください。 

 

第 3 感染症にかかった場合等の申告 

学生は，感染症にかかった場合又はかかっている

疑いがある場合は，速やかにその旨を大学に申告し

なければならない。 

  

第 4 出席停止期間の授業の扱い 

1 出席停止期間中の授業については，欠席扱いと

しない。 

2 出席停止期間が長期間にわたる場合の取扱いに

ついては，その都度当該学生の所属部局及び学生が

受講する授業の開講部局間で協議する。 

 

※出席確認システムには出席停止期間は反映されま

せん。 

第 5 授業担当教員への情報共有 

学生が出席停止となった場合は，当該学生が履修

登録している授業の担当教員に情報共有する。 

 

 

・学生が出席停止になると，教員が利用するキャンパ

ス情報システムの受講者名簿に出席停止期間が表

示されます。 
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第 6 授業担当教員への報告 

出席停止とされた学生は，第 2 第 2 項の通知を示

して授業担当教員に出席停止を受けたことを報告

する。 

 

 

・感染症等報告システムから送信された出席停止期

間が記載されているメールを授業担当教員に転送

または印刷して提示することで，出席停止を受け

たことを報告し，出席停止期間中の授業の学修の

補充について，教員から指示を受けてください。 

・教員への報告は，状況に応じて，出席停止通知後ま

たは症状消失後速やかに行ってください。 

第 7 出席停止とされた学生への配慮義務 

第 6 の報告を受けた授業担当教員は，当該学生に

対し，レポートや e-Learning の活用等，当該授業

の特性に合わせた方策により出席停止期間中の学

修を補充する支援を行い，当該学生が履修上不利益

とならないように配慮しなければならない。 

 

・学生から報告を受けた教員は，キャンパス情報シス

テムの受講者名簿に記載されている出席停止期間

が学生の申し出と一致するかを確認した上で，学

生に対し，出席停止期間中の授業について，レポー

トやe-Learningの活用等の方策により学修を補充

する支援を行います。 

第 8 試験の取扱い 

出席停止期間中の試験の取扱いについては，当該

授業科目を開講する部局の判断において，追試験の

実施やレポート等で対応し，当該学生が履修上不利

益とならないように配慮する。 

 

・当該授業の開講部局で追試験制度が定められてい

る場合には，その手続きに従ってください。追試験

制度が定められていない場合には，授業担当教員

の指示に従ってください。 

附 則 

（略） 

附 則（令和 4 年 11月 16 日令和 4 年度要項第 5 号） 

 この要項は，令和 5 年 4 月 1 日から実施する。 

 

 

≪感染症等発生・消失報告システムの利用手引≫ 

 

ACSU ログイン後の画面に表示されるメニ

ュー「【学生用】感染症等発生・消失報告】」

をクリックします。 

●症状が発生した場合： 

「発生報告」をクリックすると，発生報

告の入力画面に移動します。各画面に表

示される指示に従って，必要事項を入力

してください。登録が完了すると，登録

完了画面に注意事項が表示されるので，

必ず確認してください。 

 

●発生報告後，症状が無くなった場合： 

「消失報告」をクリックすると，消失報

告の入力画面に移動します。各画面に表

示される指示に従って，必要事項を入力

してください。登録が完了すると，登録

完了画面に注意事項が表示されるので，

必ず確認してください。 

 
※画面に表示されるメッセージは変更される場合があります。 

※メニューの表示位置は変更となる場合があります。 
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信州大学の学修・ 教育におけるAI活用に関するガイド ライン 

 

国立大学法人信州大学教育企画委員会（ 令和5年7月21日承認）  

 

学生・ 教員共通 

【 AIの活用】  

人類と AIが共創する社会に向けて、 授業等の学びの場でAIを活用しましょ う 。  

【 情報保護の徹底】  

個人情報や守秘義務のある情報等の保護を徹底してく ださ い。 AIの中には、 入力さ れた情報

を蓄積し再利用するも のがあり 、 情報が外部に漏れる可能性があり ます。  

【 著作権等保護の徹底】  

著作権等の侵害になら ないよう に注意してく ださ い。 AIの出力と 自ら のアイデアを区別し、

必要に応じて適切な引用を行ってく ださ い。 AIの出力に著作物の内容がそのまま含まれてい

た場合、 こ れに気付かず当該の出力を用いると 剽窃に当たる可能性があり ます。  

【 情報収集の必要性】  

AIと 学びに関係する情報収集に常に努めましょ う 。 AIは急速に進化していますので、 新たな

問題が短期間で現れてく る可能性があり ます。  

 

学生 

【 批判的判断の重要性】  

AIの出力が正しいと は限ら ないこ と に注意してく ださ い。 AIの出力が本当に正しいのか、 別

な見方や考え方があるのではないか、 筋道立てて考えているか等、 常に批判的に考察するこ

と が、 あなたの知的な成長につながり ます。  

【 授業達成目標に適した活用】  

授業達成目標に適した活用を心がけてく ださ い。 自分の解答をAIに委ねるなど、 あなたの学

びを妨げないよう にしてく ださ い。  

【 授業ルールの遵守】  

授業ごと に定めら れるルールに従ってく ださ い。 教員は授業達成目標や授業内容に応じてル

ールを定めるこ と があり ます。 学びの効果を高めるための配慮ですので、 教員の指示に従っ

てく ださ い。  

 

教員 

【 授業ルールの公開・ 周知】  

授業達成目標や授業内容に応じて必要なAI活用ルールを定め、 周知してく ださ い。 その際に

は、 活用の範囲や条件を具体的に示してく ださ い。  

【 評価方法の工夫】  

必要に応じて、 AI活用を前提に、 AIだけでは解決できない課題設定を検討してく ださ い。  

【 AI活用方法の提案】  

AIの活用法をそれぞれの学術分野で探究し、 学生にAIに対する理解を深めるよう 求め、 有用

な活用方法を伝えてく ださ い。  
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